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新鳳凰村の改築
ー蟻族が暮らす街区デザインの提案ー
RENOVATION OF XIN-FENG-HUANG VILLAGE 
PROPOSAL OF A COMMUNITY FOR ANT TRIBE DWELLERS
王　子犁
Zili WANG
主査　下吹越武人　　　副査　赤松佳珠子・高村雅彦　
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　As nowadays the rapid growth of coastal cities in China is confronted with the problems caused by 
"village in the city", which in fact plays an important role of housing large number of low-income people, 
this proposal is trying to provide a solution to improve the living conditions of the village dwellers, to create 
working opportunities for ant tribe people, and to increase interactivity between the city and the village.
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　１９７９年から鄧小平が作り出した「改革開放」という政策により、中国の経済が急速に発展し始まった。こ
の発展を一番深刻に経験したのは中国の沿海都市である。厦門、汕頭、深圳（深セン）、珠海の四つの沿海都市
は経済特区にされることに連れて、これらの都市とその周辺は急変を迎えた。例えば深セン市は僅かな 25 年間
で人口は６０万人から１０００万人に増やした。
　都市が拡大により農地が収用され、自然村落はそのまま都市の中に残されて、「城中村」（village in the city）
となる。土地を失われた農民たちは農業で金を稼ぐことは出来なくなり、農民たちは自分の住宅を増築して、賃
貸住宅として外来人口や低収入者に借りにして金を稼ぐことになりました。
　汕頭という広州や深センよりそんなに発展されていない沿海都市を見ると、自然村落は城中村に取り替えられ
るプロセス、つまり城中村の出来方が分かることができる：１、村民たちは、自然村落の外周から内部までとい
う順番で、自然村落の古い建物を自発的に多層のビルに入り替ること。２、古いの建物はほぼ中庭を持っていた
が、新しいビルは中庭無し、ブロックのような形になっている。取り替えられた結果は都市の中にスラムみたい
な存在が残される。
　自然村落とその継続になる城中村の住民の特徴を比べると、彼らの特徴は正反対になっているということが分
かる：１、自然村落の住民たちは皆知り合い、何百年以上ずっとそこに住んでいて、非常に高い帰属感を持つ人
たちです。２、城中村の住民は都市にとっての外来人口であり、勤務先の変更に連れて、住む場所も変更する。
部屋賃貸契約時間は月単位という短いである。人口の流動性は非常に高い。その人たちは、都市の中に住んでる
ながら、都市への帰属感を持ちていない。
　現状の城中村の建物は７、８階のは普通であり、その一階はお店、上の階は住居という配置である。幼稚園か
ら八百屋まで含めて、店の種類は多くて、住民たちの生活を支える｡ けど違法増築のため住む環境が悪くなり、
建物間の距離は近すぎなので、「握手楼」とか「一線天」と呼ばれている。
　城中村について SWOT 分析を行い、設計の方向も示している。
　強み：１、外来人口と低収入者に安い賃貸住宅を提供している２、自然村落から伝承された人間スケールの優しさ
　弱み：１、家賃最大化を目的にして無計画的な増築のため、公共空間無し、緑無し、ひどいインフラと衛生状況などの問題が生じている２、
都心部にいるにも関わらず、城中村もそこの住民も都市から排除されたような存在であり、都市との相互作用がない。
　機会：都市の真ん中にある城中村を改修するのは、うまくやれば都市にとっても住民にとっても良い機会になれると思います。
　脅威：今までの改修のやり方はほぼディベロッパー主導するなので、住民の気持ちを考えていないまま、乱暴にやちゃった件も多くなっ
１．バックグラウンド
ていて、` 社会にとっては不安定の要因になると思われる。
２．敷地について
　新鳳凰村の面積は約五万平米、住民は４０００人程度である。東方面は元嶺南大学、現在の中山大学の校舎で
ある。西南方面は大学が拡張して建てられた大学スタッフたちの寮です。北方面は長い時期のうち農地のままで
あって、小さい川もあって、2000 年前後から高層住宅が建てられ、今高い人口密度の地域です。村自体は自然
村落としての存在時間はこの地域で一番長いなのです。古い自然村落から城中村に変わったのは、1990 年代の
話です。元々一番古い城中村をどうやって改造して、一番新しい姿で都市と共存すべきかということに興味を持っ
ていて、ここを敷地として選んだのです。
　現在村内は賃貸住宅に加えて、八百屋がけっこうあって、大学団地の住民の利用者は多いです。賃貸住宅の場
合は現役大生や大卒生の利用者も少なくないです。
　村は周りと密着してるんだけど、自由自在に進出できる路地はほぼない。地図によって大学と接続しているに
見えるけど、実は壁がある；そして北の道に隣接部分は主に商店とレストランであって、あんまり人気がないで
す。主な人たちは三つだけの出入り口を利用してる、それは一番西にあるの村門です。後は一番南のところ、そ
この利用者はほぼ大学の人です。最後は一番北のところ、大学の教学区域と直接繋がれているけど、利用者は比
較的に少ないです。なので三つの出入り口以外のところは、村の内部と外部は切断されている状態です。村は都
市から孤立されるとも言える。
３．設計
　設計のゴールは五つにある。
　１、低収入者の負担できる家賃の保証
　２、家主 ( 元農民 ) の収入の保証
　３、住居としての快適性の保証
　４、改修プロセスのスムーズさの保証
　５、都市に相応しい景色の保証
　昔の集落は敵から自分を守るのため壁を作ったのです。城中村のアイデンティティを都市から守るのため壁を
作りたいと思います。壁を作るのは城中村を都市から切り離すのではなく、壁によって、アイデンティティを守っ
て、そしてアイデンティティを持つ場所こそ、人々を引き付けることができると思います。故に元々都市から分
離されている城中村は、これで都市の住民にも楽しめるだと思います。外周から壁を作って城中村を改修すると
いうプロセスは、昔城中村のでき方とも一致してるのである。まず外周に高層住宅を造って、村中の住民を転居
させるというプロセスで、元住民たちはこれからも都市の中に住められて、都市の一員にもなれるのでしょう。
コストを下げるため、建築全体は 6 メートルスパンのラーメン構造によって作られ、部屋もそのモジュラーに従っ
てプレファベ部材によって出来ている。元々の流動人口のための部屋だけじゃなくて、これからずっとそこに住
めるように三人以上世帯のための部屋も設計しました。そして内部の空間をインキュベーターオフィスにして、
蟻族の就職には役が立てると思います。インキュベーターオフィスの上は山状のドームを掛けて、そして植栽を
植えて都市の住民も利用可能な公園を作って、これで村は都市との相互作用も深めるでしょう。
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　村の周りの環境に対応して、壁状の建物にピロティや開口部を作って、都市と対話可能な空間を作ることがで
きると思います。改築の建築はこれから村の住民のためだけじゃなくて、都市の住民にも利用できるようになる
んだろう。
４．終わりに
　城中村というものは今の中国にとっては不可欠な存在でありながら、けどいろんな問題は生じていて、城中村
はそこの住民も含めた皆に嫌がれているのは、現状です。なので城中村はもはやただの建築や都市の問題じゃな
くて、社会問題までにもなっている。微力ながら、こういう深刻な社会問題に対して建築の提案を作るのは非常
に有意義だと思います。これからもこの分野に続いて進みたいと思います。
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